
【配布資料2】

各 福岡市の日本語指導について 平成26年度

0 国際化の進展等に伴しl，学校に在籍する日本語指導が必要な児童生徒ち多くなっており，
全国で一定の質が確保された日本語指導を行うことができるような制度を整備し，児童生徒
が，在籍する学級において，日本語で各教科等の学習活動に参加できる能力を身に付けるこ
とができるようにすることが求められています。
このような中，学校教育活施行規則の一部が政正され，日本語指導について特別の教育課
程を編成・実施することができるよう平成26年4月1日から施行されることになりまし疋。
0 福岡市では，第9次福岡市基本計画において“アジアをはじめ世界の人にち暮らしやすい
まちづくり”を施策のーっとして掲げており，日本語を母語としない子どもたちの教育環境
を整備することは．その重要な要素の一つであると蓄えます。

そこで，学校教育法施行規則の一部改正を受け，平成26年度より新たな日本語指導の体
制を構築レ，本市における日本語指導の一層の充実を図ります。

福岡市の状況

〔福岡市外国人就学児童生徒叡〕
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※福岡市「外国人就学児童生徒集計表」より

〔日本語指導が~＼要な児童生徒数〕
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※文科省「日本語指導が必要な児童生徒の受入れ

状況等に関する調査」 （学絞指導課集約）より

／
 

福岡市の支援策等

0 日本語指導の体制づくり
0 日本語指導担当教員の配置（平成26年度：単年度配置〉
・日本語サポートセンター 小学校1校： 1名
・集中教室〈拠点校〉 小学校3校： 6名
・日本語指導担当教員配置校 小学校8校： 11名，中学校4校： 5名
合計（学校叡は実叡〕 小学校9校： 18名．中学枝4枝： 5名

0 特別の教育課程の編成，教育内容や児童生徒への指導に関することについての指導
・各学校の個別の指導計画等の作成・提出に係ること全般
．連絡会や学校訪問による状況の把握と指導
0 日本語指導員，語学ボランティアの派遣
・日本語指導員派遣時鍛 ：児童生徒一人当たり 帰国・外国人児童生徒 66時間以内

中国帰国兜童生徒 82時間以内
．語学ボランティアの派遣に関する福岡県国際交流センターとの連絡調整

0 日本語指導に関する教材等の貸レ出し，管理等
0 日本語指導担当教員の研修
• JSL日本語指導教育研究会との連携
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会 福岡市日本語指導の新体制

在籍校（市内公立小中特別支援学校）

①気付き：児童生徒に日本語指導の必要性
②相 談：保護者と相談し，日本語サポートセンターを紹介
③連 携：日本語サポートセンターに連絡し，児童生徒の状況や保護者の意向を

説明
日本語サポートセンターから，面接の結果や今後の進め方（以下のAB)
等を学校に連絡

三〉
日本語サポートセンタ

0入学・編入・転入等児童生徒の日本語能力等の把握・測定
（城浜小）1名

西エリア
（内浜小）2名

中央エリア
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東エリア
（城浜小）2名
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日本語指導担当教員配置校 ＜士通級 つ 日本語指導担当教員未配置校

西エリア ｜中央エリア 東エリア 西エリア 中央エリア 東エリア

〔郁中〕城浜小
〔品〕
〔特区〕（壱岐中 〕 博多小 香椎浜Jj 博南多区区 ｜ 〔東区 ） 

壱岐東小 春吉中 香陵小
3名 春吉小 富松小 城南区

4名 東箱崎／J
9名

日本語指導担当1
教員の配置は， ： 
状況に応じて

単年度配置 ： 
（教育委員会）各学校で，日本語指導担当教員と協議の上，

必要数の日本語指導員を派遣要請

nJι 
ー



j：：；各：握当者の主な役割；：j] 
日本語サポートセンター：コーディネーター
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0当初面接 （必要に応じて，該当校での巡回面接実施〉
・①兜童生徒，保護者との面接，②兜童生徒の日本語能力判定テスト実施
• <I辺奇から，書類の作成等（様式1・指導個票 他〉
0説明等
・在籍校と，今後の日本語指導の進め万について検討
・児童生徒，保護者に．今後の日本語指導の進め方について説明
O日本語指導に関する全体的な関わり
・拠点校及び各学校に日本語の指導方法や内容について指導・朗言 （担当者等への指導・肪言含）
・教材開発 等

主主

＞ 
0集申初期指導
・①初期指導，②継続要否の確認テストの実施
·~から．書類の作成（様式1 ：指導個票他〕
・集中初期指導終了後の通級．巡回指導の判断と対応
O日本語と教科の統合指導に閲するサポート
O工1))7内の指導に関する状況確認と調整等
O日本語サポートセンターとの連携
・各学校に日本語の指導方法や内容について指導・朗言 （担当者等への指導・朗言含〉

等

集中‘教室（拠点枝）：拠点校指導教員

＞ （日本館指導担当教員）配置枝：日本語指導担当教員

O在籍児童生徒の指導
－①初期指導，②日本語と教科の統合指導
O通級兜童生徒の指導
・①初期指導， ②日本語と教科の統合指導
• GX奇から．在籍校に指導や書類作成に閲する支援・朗言（様式1.様式2 他〉

＞ ※ 

0在籍兜童生徒の指導 ※ 各学校で担当者を決め．日本語指導担当教員等と連携して進める
－通級，巡回指導（①初期指導， ②日本語と教科の統合指導〉への対応
・拠点校指導教員等との連携

〈日本簡指導担当教員）未配置枝：校内日本語指導担当者

；日本語：サポートセンターーで面接？測定後：の日本：語指導の．流れ：

j許

各エリアの拠点校で集中初期指導を受け，在籍校ヘ

0在籍校が （日本語指導担当教員）配置校の揚合
・在籍校の日本語指導担当教員から．日本語と教科の統合指導を受ける
O在籍校が（日本語指導担当教員）来配置校の揚合
・拠点校あるいは配置校に遇級または巡回指導等のサポートにより．日本語と教科の統合指導を受ける

＞ 日本語サポートセンターから，在籍校ヘ

0在籍授がく日本語指導担当教員〉配置校の揚合
・在籍校の日本語指導担当教員から，初期指導や日本語と教科の統合指導を受ける

O在籍校が〈日本語指導担当教員〉未配置校め場合
・拠点校あるいは配置校に通級または巡回指導等のサポートにより，初期指導や日本語と教科の統合
指導を受ける
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智「特別の教育課程」による日本語指導

※「学校教育法施行規則の一部を改正する省令（平成26年文部科学省令第2号）』「学校教育法施行規則第56条の
2等の規定による特別の教育課程について定める件（平成26年文部科学省告示第1号）J平成26年4月1日施行

制度の概要

① 指導内容 ：児童生徒が日本語で学校生活を曽み，学習に取り組めるようになる
ための指導

② 指導対象 ：小・中学校段階に在籍する日本語指導が必要な兜童生徒
③ 指導者 ：日本語指導担当教員〈教員免許を有する教員〉及び指導補問者
④ 擾業時鍛 ：年間10単位時聞から280単位時聞を標準とするI 指導の形態及び揚所 ：原則，児童生徒の在籍する学校における「取り出レ指導」
指導計画の作成及び学習評価の実施 ：計画及びその実績は，学校設置者に提出

制度と福岡市の指導体制との主な関連
※O叡字は上記 （制度の概要〉と苅応

1 日本語サポートセンターにおいて
コーディネーター （③〉が．指導対象の兜童生徒 〈②〉 について．面接や日本語能力
の測定を行い，指導個票．（⑥〉を作成します。また，指導内容〈①〉や1受業時叡（④〉
などの男通しを立てて，今後の指導の進め方について，在籍校と連携して検討し，兜童
生徒や保護者に説明します。

2 集中教室（拠点校〉において
拠点校指導教員（③〉が，初期指導（①〉を集中して行います。初期指導終了後には，

スムーズに日本語と教科の統合指導が行えるよう，在籍校と連携レて，通級や巡回指導
〈⑤〉ち視野に入れた今後の指導の進め万等について検討し，個別の日本語指導計画
〈⑥〉の作成ちさめて支接・悶言します。
3 在籍校 〈日本語指導担当教員の配置校・未配置校〉
配置校においては．日本語指導担当教員〈③〉が指導対象の兜童生徒（②〉の指導に
あたります。
未配置校においては，校内で決めた日本語指導担当者〈③〉 が通級や巡回指導の日本
語指導担当教員 〈③〉 等と連携して，指導対象の児童生徒 〈②〉 の指導にあたります。
また，指導計画や指導の記録，実施報告書などは，在籍校において適切に作成・管理
するとともに，必要なものについては教育委員会に提出 （⑥〉 します。

作成書類と管理・提出等について £ 1 種類と管理・提出等
0 様式1：指導個票 …… 在籍中継続して使用 → 各学校で保管
0 様式2：個別の日本語指導計画 …・ー 各年度作成 → 各学校で保管

写を学校指導課に提出
0 様式3・4：個別の日本語指導計画 ・報告一覧表 → 学校指導課に提出
0 指導の記録 …・ー 在籍中継続して使用 → 各学校で保管：指導要録に添付
2 留意事項
0 年度途中の編入等につし1ては.1か月以内をめどに上記の書類を作成し対応。
0 年度途中の転出については，指導要録に”指導の記録”を添悼し， ”様式2”と
ともに転出先の学校に送伺。
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【配布資料3】
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子ども日本語サポートプロジェクト
～日本語指導が必要な児童生徒がいきいきと学校生活を送るだめに～

平成 2 7 年 3 月
福岡市教育委員会
学校指導課・教育支援課

学校教育法施行規則の一部が改正され，平成26年4月から日本語指導について「特別
の教育課程」を編成・実施することができるようになりました。
福岡市では，学校に在籍する日本語指導の必要な児童生徒が年々増加レ，学校における
支援体制の充実が求められており，体制の整備や指導内容の充実を目指しております。
本リーフレットは，日本語指導が必要な兜童生徒に苅する指導や支援，諸機関との連携
の概要を示しています。福岡市のどの学校においても，日本語指導の必要な児童生徒が，
いきいきと学校生活を送ることができるよう，ご活用ください。

※文部科学省「日本語指導が脳要な兜童生徒の受入れ状況等に関する調査」より

【日本語指導が必要な兜童生徒数】 【日本語指導が必要な児童生徒の在籍校数】
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く日本語指導が必要な児童生徒とは＞

O日本語で日常会話が十分にできない

0日常会話ができてち．学年相当の学習

言語が不足い学習活動への参加に支

障がある

~ 2 平成27年度開る福岡市の指導体制

「福岡市における日本語指導体制」

在

籍

校

B::f: t置サポート
センター

くコーディネーター＞

く日本語サポートセンター＞
筑紫E小に位置
0コーディネータ－I名配置
0面識による児童生徒の日本語能力等の把握・測定
O今後の日本語指導の進め方について指導 ・助言

く集中教室〈拠点校〉＞ 4エリアに1校すっ
O 「日本語指導担当教員未配置校」兜童生徒への初
期指導を実施 （主に兜童生徒が拠点校に通級〉
→拠点校指導教員を各工リア｜こ2名配置
東エリア （城浜小〉
中央工リ？ （春吉！JI)
南エリア （筑紫fi./JI)
西エリア （内浜！JI)

＜日本語指導担当教員配置校＞
0自校の兜童生徒への初期指導や日本語と教科の統
合学習指導
O同工リアの児童生徒への日本語と教科の統合学習
指導
→日本語指導担当教員を1～2名すつ配置
東エリア （城浜/JI・香椎浜小・香陵！JI・

富松小・東箱崎！JI・城香中）
中央工リア （善吉小・博多！JI・博多中〉
南エリア 〈春吉中〉
西工リア （内浜！JI・壱岐中〉
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~ 3 日本語指導に的支援の実際 1
( 1) 日本語指導を受ける前に

「日本語指導に関する様式」は，職員ポータル，ー
に掲載しています。 r,,. t沿t
FIN E→学校関係要項・椴式等 U/~ 
→各種手引き等→日本語指導について

学校での犠子（；受業への参加状況，友達との関わり方など〉や家庭での犠子 （家庭で

使われる言語など〉を把握します。

舟童生徒の日本語能力等を把握します。

面搬・測定の結果をもとに，それぞれの児童生徒に応じた日本語指導（特別の教育課

程実施や侵業中の学習のサポートなど〉について学校長に悶言します。

※ 指定学校変更・指定学年変更をする揚合は，教育支援課〈学事係〉に連絡

φ校内指導体制の構築1
学校長のリーダーシップのもと，学級担任や校内日本語指導担当教員などの関係者が日

本語指導員と連携して組織的に関わり，日本語指導の充実を図ります。

日本語指導の充実のために様式1～3を作成し，共通理解に役立てる。
雇歪E指導個票 （児童生徒の状況・保護者の願い・就学状況等を記入〉
※コーディネーターが作成に協力します。

極冨個別の日本語指導計画 （年度ごとの児童生徒の指導計画〉

極圏個別の日本語指導計画一覧 （年度ごとの児童生徒の購計画関一覧〉

※ 犠式2・3は，拠点校指導教員が作成に協力します。

｜作成書類の保管及び提出について ｜ 

極罰指導個票 〈原本を指導要録に添｛寸し保管〉

極函個別の日本語指導計画 〈原本は学校保管，写レを学校指導課に提出〉

極画個別の日本語指導計画一覧 （原本は学校保管，写し及び電子データを学校指導課に提出〉
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(2) 日本語指導の実施

-
0 指導内容

実
日本語による綬業に参加できるようになるための

日本語指導は，およそ次のようになります。

｜サパイパル日本語｜安全で安I~＼な学校生活に適応できるための日本語
｜日本語基礎i「聞く」「話す」「読むj「書く」の四技能における発音 ・文

字 ・語嚢・文型の習得等，読み書きの基礎

0 主たる指導者〈指導形態〉

医霊園→拠点校指導教員〈集中教室【拠点校】での通級指導まだは在籍校への巡回指導〉

匡亘亙→日本語指導担当教員（自校での指導〉

拠点校指導教員や日本語指導担当教員と協議し，日本語指導員（※1)の補助が必

要である揚合は， 械式 10-11日本語指導員派遣申請書を教育支援課に提出

（※1）日本語指導の専門性を持つ有償ボランティア

派遣の必要性を判断し、教育支援課から日本語指導員を派遣（よ限96時間〉

［派遣が決まった学校は毎月 陣式1州日本語指導員指導実績報告書を 〕
派遣終了後には， 限式10-41日本語指導員派遣終了報告書を毅育支援課に提出

②日本語と教科の俗学習鱒 ｜ 

0 指導内容

｜日本語と教科の統合学習i「日本語基礎Jをちとに教科特有の言語や知識，思考
力を習得。主たる指導者〈指導形態〉

盟副→学級・教科担任〈分かりゃすい日本語で説明を加えるなどの配慮〉

各工リアの日本語指導担当教員（配置校での通級指導〉

匝亘志｜→日本語指導担当教員（自校での取り出し指導〉

(3) 指導状況の確認

｜臼本語指導担当教員による評価 I 

適切な評価が子どもだちの日本語理解に

つながります。

0 5平価時期…指導段階ごと，学期末，日本語指導終了時
0 評価方法…ステップアップテスト， DLAC外国人児童生徒のためのJs L苅話型？セスメント）

｜在鰍による指導記録の作成・提出 ｜ 

0 作成書類

• .ilゆ 年度末に作成レ，次年度の指導につなぐ

一一 ことが大切になります。

極圏個別の日本語指導報告一覧 （年度ごとの児童生徒の指導計画問一覧〉

極圏指導の記録 （年度ごとの児童生徒の指導状況の記録〉

0 保管及び提出について

極量個別の日本語指導報告一覧

（原本は学校保管写レと電子データは学校指導課に提出〉

極圏指導の記録 （原本を指導要録に添惜し保管〉

※ 様式4・5については，日本語指導担当教員が作成に協力
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~ 4 日本語指導が必要な児童生徒への毘慮 ふ許
（兜室生徒の状況を細かに男取る

特に，入学・転入・編入時には十分観
察することが重要です。

日本語指導が必要な児童生徒のためのチェック表

口 無口でおとなレく，教室でぽつんと「お客様」のようになっている。

口 友達とは日本語で会話は成り立つが，授業の理解が十分でない。

口 保護者が日本人だから，いずれ母国に帰るからなどの理由で，日本語指導の対象から外して

いる。

口 日本語指導員による指導を以前受けているので，日本語指導の対象から外している。

※ 気になる項目があれば．日本語サポートセンターに相設してください。

（多憾な現状と背震をとらえ，共通理解する ） 
｜ ＞｜ 生活環境の中で・自然に身に附た第1言語
母語 ｜ 日本語 （第2言語〉習得上．母語の確立ち重要
’ 家庭での言語環境を把握する

｜習慣や経ぢ＞

｜学習経験＞

受入れ初期に保護者と打合せ．学校全体で共通理解を図る。

給食の内容．服装．スキンシップ，名前の昭び方など

国や地域による学校教育の在り方や文化の遣いを知る。

音楽や体育などの教科の経験の有無．学校行事や学習参観など

（学校への適応や居場所づくりの支援に努める ） 
言語や文化の差から，学校での学びにおいて困難を抱えることがないように見守る。

例：児童生徒の自尊感情を高めるような指導

学級やまわりの兜童生徒への多文化共生や国際教育を通じた理解の促進

＜問い合わせ先＞

日本蹄サポートセンター 080-6462-2764

0 当初面接に関すること

0 日本語指導全般に関すること

拠点校東エリア（械浜小） 080-6462-2765 

中央エリア（春吉小） 080-6462-2766 

甫エリア（筑紫丘小） 080-6478-4201 

西エリア（肉浜小） 080-6462-2767 

0 日本語初期指導に関すること

学校指導隈 092-711-4638 

0 日本語指導全般に関すること

O 書類の作成・提出に関すること

教育支援標（教育支援係） 09ト711-4636

0 日本語指導員の派遣に関すること

0 語学ボランティアの派遣に関すること

『教育支媛隈（学事係） 092-711-4693 

0 児童生徒の学籍に関すること I 
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